
答　0.3

袋の中から同時に２個の玉をとり出す とり出し方は
　　(①，②),(①，③),(①，④),(①，⑤)
             (②，③),(②，④),(②，⑤)
                      (③，④),(③，⑤)
                               (④，⑤)
の１０とおり。このうち２個とも奇数であるのは、
　　(①、③),(①、⑤),(③、⑤) の３とおり。

したがって、求める確率は 
3

10
0.3

（４）

答　
3

5

男子３人に番号をつけて１，２，３、女子２人にも番号をつけて、
４，５とすれば、１～５の中から２人を選ぶ選び方は
　　 1 2( ) 1 3( ) 1 4( ) 1 5( )
　　        2 3( ) 2 4( ) 2 5( )
                    3 4( ) 3 5( )
                            4 5( )
の１０とおり。このうち、男子１人、女子１人が含まれるのは、
　　 1 4( ) 1 5( ) 2 4( ) 2 5( ) 3 4( ) 3 5( )
の６とおり。

したがって、求める確率は 
6

10

3

5


（３）

答　
5

12
したがって、求める確率は  

11 4
36

15

36
 5

12


①の場合　6 2 1 11  とおり。

　　 6 1( ) 6 2( ) 6 3( ) 6 4( ) 6 5( ) 6 6( )
　　 1 6( ) 2 6( ) 3 6( ) 4 6( ) 5 6( )
②の場合　1 2 2 4  とおり。

　　 3 2( ) 3 4( ) 2 3( ) 4 3( )

２つのさいころを同時に投げるとき、目の出かたは 62 36  とおり。
２と３の公倍数＝６の倍数（６，１２，・・・，３６）で、目の積が
６の倍数になるのは、
　　①　どちらか一方の目が６のとき、または
　　②　一方の目が３で、他方の目が ２または４ のとき、である。

（２）

答　
1

4

表

裏

表

裏

表

裏

表

裏

表

裏

表

裏

表

裏

１枚の硬貨について、表,裏の出かたは、表と裏の２とおり。
３枚の硬貨を投げるとき、表,裏の出かたは（下図参照）

　　2 2 2 23 8  とおり。
この８とおりのうち、
　  ３枚とも表が出るのは１とおり、
　  ３枚とも裏が出るのは１とおり
したがって、求める確率は、

　　  　
1 1
8

2

8
 1

4
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答　72 とおり往復の道の選び方は 12 6 72
以上より、

よって、復 の道の選び方は 3 2 6  とおり。

往き：（１）より、１２とおり。
復　：Ｃ～Ｂ 間：往きの道を除く３本、Ｂ～Ａ 間：往きの道を除く２本

（２）

答　12 とおり

3 4 12（１）４
Ａ
町

Ｂ
町

Ｃ
町

答　
3

8

Ａ

Ｂ

青の
コック

白の
コック

赤の
コック

ＡからＢまで水が流れるのは、開いているコックが
赤と白，赤と青，赤と白と青 の３とおり。
また、さいころの偶数、奇数の目の出かたは（右図参照）

　　2 2 2 23 8  とおり。

したがって、求める確率は 
3

8

３

偶

奇

偶

奇

偶

奇

偶

奇

偶

奇

偶

奇

偶

奇

赤 白 青

まず、５枚のカードから２枚をとって並べる方法は 5 4 20  とおり。
すなわち、
　　　　　12 13 14 15 21 31 41 51
　　　　　　　23 24 25     32 42 52
　　　　　　    　34 35         43 53
       　　　         45           54　　
の 20 とおり。このうち、６の倍数は、
　　12，24，42，54　の４とおり。

したがって、求める確率は 
4

20

1

5
 　　　　答 

1

5

（２）

答　8 とおり

十の位の選び方は、４または５ の２とおり、
一の位の選び方は、十の位を除いた残り４つの数字のいずれかで、４とおり。
よって、求める場合は 2 4 8  とおり。　　

（１）２
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答　
1

4

表が１回、裏が3回でればよい。そのでかたは、
　　表裏裏裏，裏表裏裏，裏裏表裏，裏裏裏表
　　の４とおり。

したがって、求める確率は 
4

16

1

4


（３）

答　6 とおり

表が２回、裏が２回 でれば 点Ｐはもとの位置０にもどる。そのでかたは、
　　表表裏裏，表裏表裏，表裏裏表，裏表表裏，裏表裏表，裏裏表表
　　の６とおり。

（２）

答　16 とおり

24 16（１）７

-4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

P

答　約 286 個

求める白玉の数をｘ個とすれば、

　　
x

1000

2

7
  より ｘ＝ 1000

2

7
 285

5

7
 ≒ 286

６

答　
2

9

カードのとり出しかた
　　一の位の数の取り出しかた：１～９の９枚の中から任意の１枚を取り出
　　　　　　　　　　　　　　　せばよいから、９とおり。
　　十の位の数のとり出しかた：一の位の数を除く残り８枚の中から任意の
　　　　　　　　　　　　　　　１枚を取り出せばよいから、８とおり
したがって、
　　２けたの数のつくりかたは 9 8 72  とおり
　　このうち、４の倍数は
　　　　　　　　　12,16,24,28,32,36,48,52,56,64,68,72,76,
　　　　　　　　　84,92,96 の　16 とおり。
よって、求める確率は

　　　　　　　　   　
16

72

2

9


（２）

答　56 とおり以上より、５の倍数は 1 8 7 56  とおり できる。

１～９の数を使って３けたの数をつくったとき、その数が５の倍数である
ためには、一の位の数が５であればよい。
　　一の位の数の選び方：５ の　１とおり
　　十の位の数の選び方：一の位の５を除く残り８枚の中から任意の１枚を
　　　　　　　　　　　　選べばよいから、８とおり。
　　百の位の数の選び方：一の位と十の位の数を除く残り７枚の中から任意
　　　　　　　　　　　　の１枚を選べばよいから、７とおり。

（１）５
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０

１

２

３

４

５

１

１

ｘ

６

ｙ

５

得　点 人数（人）

計 ２０

８ 人数の合計より 1 1 x 6 y 5 20
               よって、x y 7
平均が3.4点だから、

　　　　　　　
1 2x 18 4y 25

20
3.4

              よって、x 2y 12
したがって、連立方程式は
　　　　　　　　x y 7
                x 2y 12
これを解いて
　　　　　　　x 2 y 5

答　x 2 y 5

0

10

20

30

8 12 16 20

（人）

（ｍ）

９ グラフより、投げた距離が
　　14m 未満の生徒数は　18人
　　12m 未満の生徒数は　 7人
したがって、12m 以上 14m 未満の生徒数は
　　18 7 11 （人）
また、14m 以上投げた生徒数は、
　　　（グラフより全体が30人だから）
　　30 18 12 （人）で、

これは全体の 
12

30
100 40 （％）

答　11人 ，40（％）
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１０

（１）ア　
55 60

2
57.5 ・・・答

イ　
1050.0

52.5
20 ・・・・答

ウ　40 2 2 10 20 0 1( ) 5 ・・・答
エ　47.5 10 475.0 　・・答

オ　57.5 5 287.5 ・・ 答
体　重
（kg）

階級値
（kg）

度　数
（人）

階級値×度数
　　　 （kg）

以上　　　　　　　　未満　　　　　

３５　～　４０ 　 ３７.５　　　２　　　　　　７５.０　　　

４０　～　４５　　４２.５　　　２　　　　　　８５.０　

４５　～　５０　　４７.５　　１０　　　　　　（エ）　　　　　

５０　～　５５　　５２.５　　（イ）　　　１０５０.０　　　

５５　～　６０　　（ア）　　 （ウ）　　　　　（オ）　　　　　

６０　～　６５　　６２.５　　　０　　　　　　　０　　

６５　～　７０　　６７.５　　　１　　　　　　６７.５　

　　　　　 計　　　　　　　　４０　　　　２０４０　　　

（２）

このクラスの体重の平均は

　　
2040

40
51 (kg)

モードは最大度数の階級値
だから、
    表より 52.5 kg

答　平均 51 kg ，モード 52.5 kg

（３） Ａ組  40人で体重の平均 51kg
Ｂ組　50人で体重の平均 53kg  であるから、Ａ，Ｂ全体の体重の平均は

　　　　
40 51 50 53

40 50
52.111111

答　52 kg

以上
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